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１．はじめに 

陶磁器用釉薬の開発や改良には，経験や勘に頼りが

ちである。これにゼーゲル式など科学的な知識を加え

ることで，より難易度の高い釉薬を用いた商品開発や

欠点改善のための試験効率化が可能となる。しかし，

個人事業主が圧倒的に多い茨城県内の陶磁器製造業界

では，工房や製陶所内で釉薬の理論に関して十分な教

育が難しいという現状がある。そのため，とくに若手

陶芸家から釉薬の基礎を短期間・短時間で学ぶ機会を

設けてほしいという要望が多い。これを受け，平成27

年度に本研究会を設立した。 

 

２．目的 

本研究会では，独立自営の準備段階あるいは直後の

陶芸家をおもな対象として，釉薬の基礎的な知識習得

をねらいとした勉強会を開催している。これにより，

釉薬の研究開発力の基盤づくりや関連技術の向上を支

援することが目的である。 

 

３．活動内容 

本研究会の設立以来，年度ごとに会員を募集してき

た。平成30年度は，陶芸家6名が会員として参加した。

表 1 のとおり，担当職員による講義形式の勉強会を 5

回開催し，のべ 26名が参加した。 

 

 

表1 勉強会の概要 

回 開催日 テーマ 出席者 

1 7月31日  

 釉調合の基本 

 釉薬原料の分類と役割 

 三角座標 

5名 

2 8月28日  
 化学の基礎知識 

 研究事例紹介① 
6名 

3 9月12日  

 ゼーゲル式 

 ゼーゲル座標 

 研究事例紹介② 

4名 

4 10月 5日  

 ゼーゲル計算方法 

 ①原料配合比からゼーゲル式 
 ②ゼーゲル式から原料配合比 

6名 

5 10月23日  
 素地物性と試験方法 

 釉薬欠陥と対処方法 
5名 

 

3.1 第1回勉強会 

テーマ：釉調合の基本，釉薬原料の分類と役割，三角

座標 

開催日：平成 30年 7月 31日 

出席者：5名 

内 容：釉調合の基本的な考え方，釉薬に必要とされ

る性質やそれをもたらす化学成分，釉薬原料

の分類とその役割，最も基礎的な釉薬試験方

法である三角座標の見方や試験例などにつ

いて解説した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 三角座標形式による釉薬試験例 

 

3.2 第2回勉強会 

テーマ：化学の基礎知識，研究事例紹介①（市販釉を

ベースとした色釉の開発） 

開催日：平成 30年 8月 28日 

出席者：6名 

内 容：ゼーゲル式とは，陶磁器分野特有のもので釉

薬の組成を化学式で表記したものである。こ

のゼーゲル式を含め，釉薬を深く理解するた

めには，化学の基礎知識が必要となる。そこ

で，化学式・化学反応式，原子量やモルなど

化学の基礎知識について説明を行った。また，

市販の基礎釉（1 号釉，3 号釉など）に着色

酸化金属や顔料を添加した様々な色釉の研

究事例を紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 市販基礎釉をベースとした色釉試験例 
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3.3 第 3回勉強会 

テーマ：ゼーゲル式，ゼーゲル座標，研究事例紹介②

（亜鉛結晶釉の開発） 

開催日：平成 30年 9月 12日 

出席者：4名 

内 容：ゼーゲル式の考え方や表記上のルール，釉薬

配合調整の際にゼーゲル式を使うことのメ

リットなどについて解説した。さらに，ゼー

ゲル座標やそれを用いた釉性状図の見方な

どについて解説した。また，ゼーゲル座標を

用いた亜鉛結晶釉の研究事例を紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 亜鉛結晶釉の試験例 

 

3.4 第4回勉強会 

テーマ：ゼーゲル計算方法 

    ①原料配合比からゼーゲル式を計算する方法 

    ②ゼーゲル式から原料配合比を計算する方法 

開催日：平成 30年 10月 5日 

出席者：6名 

内 容：ゼーゲル式に関わる計算として，「使用原料と

その重量比が既知で，そのゼーゲル式を算出

する場合」と「ゼーゲル式が既知で，適当な

使用原料を選択して重量比を算出する場合」

の 2つがある。この 2つの場合について，実

例の計算過程を示しながら，計算方法を解説

した。また，当センターで開発した釉薬計算

プログラム 1)の機能や使用方法について説明

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 第 4回勉強会の様子 

3.5 第 5回勉強会 

テーマ：素地物性と試験方法，釉薬欠陥と対処方法 

開催日：平成 30年 10月 23日 

出席者：5名 

内 容：陶磁器用素地に必須な成分やその役割，焼成

による化学変化などについて解説した。さら

に素地の物性で最も重要と言える収縮率や

吸水率，曲げ強度の測定方法を解説した。ま

た，陶磁器に起こり得る欠陥を分類し，考え

られる原因や基本的な対処方法についても

解説した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 素地物性試験の例 

 

４．まとめ 

平成30年度は全5回の勉強会を開催した。終了後には

「釉薬の悩みが解決できた」，「独学で理解できなか

ったゼーゲル式の基本が理解できた」，「理論的に考

える力を付けることができたのは，作陶活動にプラス

となった」など，勉強会の効果が十分に感じられる意

見が寄せられた。今後，会員に対して積極的な支援を

継続していく予定である。 
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